
授業科目 担当者 実務経験
〇（医師また
は看護師）

開講時期 1学年後期 授業の方法 講義 単位数 1 時間数 30

授業概要

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

専門課程シラバス

1・2 脳・神経系の構造と機能

3・4 症状とその病態生理

5・6 症状とその病態生理

7・8 検査・診断と治療・処置

9・10 検査・診断と治療・処置

11・12 疾患の理解

13・14 疾患の理解

15・16 皮膚の構造と機能　　症状とその病態生理

17・18 検査と治療・処置　　疾患の理解

19・20 眼の構造と機能　　症状とその病態生理

21・22 検査と治療・処置　　疾患の理解

23・24 耳鼻咽頭・頸部の構造と機能

筆記試験、授業態度等で総合的に評価する。

系統看護学講座　専門分野　成人看護学13　眼　第15版第3刷　医学書院　2024
系統看護学講座　専門分野　成人看護学７　脳・神経　第15版　医学書院　2024
系統看護学講座　専門分野　成人看護学12　皮膚　第15版　医学書院　2024
系統看護学講座　専門分野　成人看護学14　耳鼻咽喉　第14版　医学書院　2024

看護の展開に必要とされる医学的な基礎知識を系統的に学ぶ。
脳神経機能･運動器機能の作用と障害･治療について学ぶ。 画像診断について基礎的知識を深
め、看護に役立てる。
皮膚疾患やその治療・処置を理解するために、皮膚の構造と機能を学ぶ。皮膚疾患の診断のため
に行われる検査の意義・目的・方法などについて理解を深め、主な皮膚疾患の病態、症状、治療法
などを学ぶ。
耳鼻咽喉及び頚部の構造と機能の理解を深め、各症状の病態生理を耳鼻咽喉の構造と機能に関
連づけて理解を深める
眼疾患の具体的症状や、看護を学ぶために必要な眼の構造と機能を学習する。眼科では数多くの
検査が行なわれるため、様々な検査の種類と意義、適応疾患、その看護について学ぶ。

25・26 症状とその病態生理　　検査と治療

27・28 疾患の理解

29・30 疾患の理解

　　　終講試験

授業計画

疾病論Ⅴ（脳神経・感覚器系）
安井宏夫 影山慎一
渡邊雅美 三隅達也


